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照射終了 1年10カ月後に CTで前頭葉内側に増強域と

周囲の白質に低吸収域が認められ,放射線壊死と考えら

れ,PETで酸素 ･糖代謝と鼓索摂取率が低下 していた.

以上のように,PET所見から放射線壊死では代謝が

血流と比べてより低下し,発生機序として放射線の脳実

質-の直接的影響が示唆された.

64)橋腫療放射線治療後に発生 した遅発性

放射線壊死の 1例
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頭蓋内外の腫癌性病変に対する放射線治療は現在広 く

行なわれ,治療効果をあげている.その一方で,放射線

による中枢神経系の障害,とくに delayedradiation

necrosisを生 じたという報告が数多く見られる.

症例は45才女性,右顔面と左上下肢の脱力および感覚

障害を主訴とし,CTscan にて右橋上部に high

densityの massがみられた.橋腫癌の診断下に,総

病巣線量91.5Gyの放射線治療を行なった.放射線治

療から4年後の CTscanにて,右側頭葉に一部高吸

収域を有する低呼吸域がみられ,その後 masse∬ect

が出現したため,放射線治療から約 5年半後に,右側頭

葉にある massの切鹸術を施行した.CTscanの高

吸収域に一致して赤かっ色の massがみられ,それ に

接して cystを有し,周囲の脳は edematousであ っ

た.組織学的に,血管の fibrinoiddegeneration を

中心とした coagulationnecrosisがみられ,典型的

な delayedradiationnecrosisの所見であった.

delayedradiationnecrosisについての文献的考察

を加えて報告する.

65)脳腫療放射線治療後にみられる進行性
精神機能障害例の検討
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目的 :脳腫療患者において,治療後,CT上腫痔性病

変は寛解状態にあり腫場の再発が認められないにも拘ら

ず,進行性に精神機能障害を中心とした神経症状が悪化

してくる症例を経験する.その原因及び病態を明らかに

するため,臨床的分析を試み,CT所見について検討し

た.また腫場以外の原因で死亡した症例の剖検例を検索

したので報告する.

対象 :上記経過を呈した,成人大脳グリオーマ9例,

岸蒜 昌美 (志舷 藁)

転移性脳腫療2例,頭蓋内原発悪性 リンパ腫 1例の計12

例で,このうち剖検例は3例である.

結果 :年齢24才～72才 (平均58.4才).症状発現時期は

治療後 3カ月～4年3カ月.治療内容で全例に共通する

のは,全脳または局所へ5000-9000rads(平均6200rads)

照射療法であった.CT所見では,頭蓋内腫癌性病変の

再発の所見は認めず,一方大脳白質はび漫性に低吸収域

を呈し,脳室拡大や脳溝の闘犬が認められ,顕著な脳萎

縮が共通していた.剖検所見では,脳萎軒と脳室拡大,

大脳白質の染色性の低下,神経細胞の脱落と gliosis

を認めた.

66)術前照射 が有用であった腫揚血管の豊富 な

小脳橋角部神経鞘腫の 2例
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一般に,神経鞘腫は脳血管造影上腫療血管陰影に乏 し

く,別出時出血量の少ない腫虜である.脳血管造影上,著

明な腫癌血管陰影を呈し,初回手術時出血多量にて部分

易リ出にとどまり,再手術前の放射線照射により手術操作

が容易となった小脳橋角部神経鞘腫の2例について報告

する.

〔症例 1〕22歳女性.第 1回手術では7150mlの多量出

血があり部分易り出に終わった.30Gyの局所照射後 ,

脳血管造影にて任療血管陰影は減少した.再手術は 280

mlの出血量で脳幹付着部を残 し殆ど全別し得た.

〔症例 2〕25歳男性.第 1回手術では4500mlの多量出

血があり部分易り出に終わった.32Gyの局所照射によ

り血管造影上腫癌陰影の減少を認めた.再手術時,腫壕

は変性して軟らかく容易に全別出し得た.出血量も250

mlであった.

以上 2例の経験から,腫痔血管の豊富な小脳橋角部神

経鞘腫で術中の多量出血が予想される症例では術前の放

射線照射が有効であると思われる.

67)18FdUrd と PET によるグ リオーマの

定性診断
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近年 PETによる脳腫場の検討がなされつつあるが,

核酸代謝の面からの報告は極めて少ない.今回我々は脳


